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Kamber－Tondeur によってリーマン多様体上の葉層の調和性が論じられた。本論文において調和葉層が安定になる為の充分条件を与えている。主結果は “局所共形ケーラー多様体上の複素部分多様体による調和葉層で、計量が束的であるとき、その葉層は安定”。 また、この系として “ケーラー多様体上の複素部分多様体による葉層で計量が束的なら安定”、“コンパクト Vaisman 多様体上の標準葉層は安定”が得られる。


